
一交掃
に

｝占
い
た

．人が
多

、っ。
は
ち
f
も
い
た
が
削れ
て

、
す
ぐ
ン
シャ
が
お辿に
くず
れ、
雑凶の
時

プリ
ン
代に
なっ
て品
三百
いいも雌

ル」
と
いもな
く、
こ
の
鈍い
はます

。
彼
ら
ま
す巡行す
る。

だ。

外人パ
ワ
ーを
碍入
した
刀

必
の
街
が
活討
が山て
く
るの
は、
外

に
あふれでい
る。
山胸中木の
街

で
山い物し
てい

る格Mなん

か
は、
そこ
で
生活してると

いうふうなの
だ。
日
本の
千

年以上におよ
ん

戸漏出主
必

雑

居

だ
け
で約一
杯の
私の
参何でき

る余
地はあま
り
なかっ
た。
脳

の
ほ
うに
沈んだ
石こ
ろのよ
う

なに
に、
少しずつ
流
され
てい
た
と

あっ
い
え
るかもし
れ
ない。

のω出みが私咋一いがコやセワガ3すかの叫さ L も2

ア
メ
リ
カ
で
日
本
の

水
へ
の
愛
着
を
抱
く

日
本の
水の
山みについ
て、

可ミA ＇�＇＂＇ 
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ルU

…

令ぬ

…

人の
方が力が上、
ホ
ーム
ラ

ン
が
打
て
るから
とい
う
だ
け

に
と
どま
る川凶
で
は
ない。

ホ
l
ナ
l、
パ
ース
は
日
本で

野
球
を
やっ
てい
る

かぎり
は

の・いいずい、
作
LTU

日
本のベ
ース
ボ
ール・
マ
ン

で
あ
り、

彼らが日
本
プロ
野

球
を
活
性化し
てい
る。
借
り

て
きた
力
持ちで
は
な
くて、

時
代の
風
向きが
懲り
を。
日

本
人多
にした
をb
プロ
野
球

改め
て
考えさせ
ら
れ
たの
は、

数年
前、
アメリ
カ
同
制
作
を旅

し
た
と
きのこ
と
で
あ
る。
ロ
サ

ン
ゼ
ルス
郊外のピパ
リ
！ヒ
ル

ズ
は、
ハ
リ
ウッ
ドス
タ
l
述の

住
む
同
級
住宅街
と
し
て
行
名

だが、
ス
プ
リンク
ラ
ー
の
撒水

（
さん
ずい）
でか
ろう
じ
て
生

き
て
い
る、
荒々
し
くて
単
純

な、
い
か
に
もアメリ
カ
ら
しい

自
然
関
境の
中で、
人々

はい献
を

つ
く
るた
め
に
以
ぐま
しい
銘力

を
杭け
てい
た。

ひ
る
がえっ
て、
日
本
で
は、

新聞の
闘
訓も
可
簡で、

九十品…

が、
木山に
はその
うち八
制の

を起したヘ
ス
は、

前首相シュ…

テ
キス
トが
収山附
さ
れ
て
い
る

ミッ
トへ
の
共
凶、

辿邦大統制…

（
収めら
れ
なかっ
たの
は
微小

のへ
ス
釈放
の
呼びか
けへ
の
感…

な却
叫しか認めら
れ
ない
テ
キ

さ
きご
ろ
死
去したルド
ルフ
謝、
テレ
ビで
流され
るアウシ…
ガリマlル
社の「
プレイヤ
ス
トであ
る）。
木内
を
ひ
も
と

・
へ
スの
’悦年の
日
行保が
シユ
ユ
ヴィッ
ツ
記似
映副
への
純…
ッ
ド池心」
に、
マ
ル
セル・
プ
くこ
とに
よ
り、
ブ
ル
ース
ト
が

ピ
lゲ
ル
誌に
畑山帆
され
て
い
き、
ネオ
ナチ
ズ
ムへ
の無
凶心…
ル
1ス
トの「
失わ
れ
弁向
を求
こ
の掛
生（ひっ
せい）
の
大作

る。
フ
ラ
ンス
人の
刑
泊所
特仙
を口にし
てい
る。

…
め
ていの

新版が
加わっ
た（旧
版
の
机岱に
かけ
宍鬼
同辿

るよう

が沼制
し
たもの
で、
問
川
は一

こ
の
牧師はヘ
ス
とねんご
ろ一
は三
分間で一
九五
問
年刊行）。

な糾念を戚じ取れ
る
だ
るつ。

九七
七
年か
ら
昨年の
以ま
で。
に
なりす
ぎた
という
制的で
昨…
こ
の問分川の
新版
はジャ
ン

枠内

釈もい側め
て制
俄であ
る。

水附臼ご
とに
シュ
パ
ン
ダウ
刑

年交代させ
ら
れ
てい
る
が、
毎…
Hイ
ヴ・
タディエ
氏の
手に成

作げ品中のパ
ルベックの
教
会の

務所を
訪れ
る
牧
師に対し
て
ナ
週一
時川
半の
税
問
がパ
リの
出…
るもの
で、
米刊の
以
制
を大以
描り
は、
尖術
史家エ
ミ
l
ル・

チスの
元
総統
代
町へ
ス
は、
一
店か
戸沼山似
され
てい
る。
こ
こ…
に
収め
九筏訂
本とい
うこ
とが
マ
lル
の

文以その
ままの
引
き

九凶一
年の
自分
のイ
ギリ
ス
亡
に
はへ
スの
私
生
日の中での
μ…
で
き
る。
例え
ば、
第一
嗣「ス
写し
であ
る
というよ
う
な指
摘

命がヒ
ト
？
との
裂なしに
鮮
も
あ
らわ
れ
て
い
て
興味
深…
ワ
ン
家のほうへ」
川

部は
十
はブ
ル
ース

ト禁欲
を
ど
き‘

行わ
れ
たこ
とを
山口する。

ぃ。

（
光）
…
六
回
も
内さ改め
ら
れ
て
い
る
と
させ
るが、
ブ
ル
ース
トの
独

え
ず
り、
凪と水との
織
り
な
す一
シ
ュ
パン
ダウ
内での
誇は

ト
p・

2
多

特
謀
議を
解明
す
る上で
む

微
妙な
望の
を

それ
ま一
テレ
ビ
出へ
の
移
肋
や
おず
み

抗。
7
ゑ多
面
、1
寺

益であ
る。

〈
摘）

であ
た
り
前の
きに
凶
過
ご
し←

E量・4
FJ
〓
dA

山
科目的山
政
問ω一
金大中氏の自叙伝

4
漂
い
込例
珍
多

番

銭MTM
総
務日

一

『
獄
中
記』
を
出
版

j
1

1

く、
水
は
日
本の
文化
産
会一
一

はい
邸に
近く、
金大司
氏の…

中国
の
女
性
革
命
家

っ
た。

す似
点
な
の
かもし
れ
ない
と
山一
｜
｜
ア
メ
リ
カ

王フリス
ト
的
話人
の
詰ふ…

撲
が一
九八＝一
年に
亡
命し

い
は
じ
めた
さ、

？
り
一一
士一月
実
総

選

雲
仙
章
一時し
たもの
といえる。…
陳
碧旬以が
j
た
先のアメリカ
で
去し
た
の

問、
日
本
の
水に対し
て
零引を一
た
仰同の
知一
野党、
統一
民
主

こ
の
山に
おい
て
同
氏のこ
っ一

ちに
は、
抑一
僻者
たちに
凶まれ

持つ
よ
うに
なっ
た。

一
此の
大
統
制似
捕の一人
で
あ
る
の
側耐
が州
尖に
別れている。
…
去る九月初旬、
か
つ
て中
凶
て寄
港
で
ひっ
そりと…山口ら
し
て

東
京
サ
パ
クの
再
生一
金大中
氏の
自叙
伝「
獄
中日山」

前者は七
二
年以
前の制逃する…
の
五・
山辿励に
印
刷
した刺入
い
た。

一
の
災以
版
が
米
同の
カリフォ
ル
政治
家とし
て
執
務に
山
念し
た…
辿
助
ぷで、
部二
次大
戦
山後に

大山内
巾凶では
いま
巾川
叫ム仰

‘は水辺の環境から一一一一
ア大
学
山版
μ
カら
刊行さ
れ
金
氏であ
り、
後朽は八0年
代日
は
月
刊品「同年
とい州
女』
の
主
史の
同
検
討がす
す
み
つ
つ
あ

や
が
て、
世の
中
京じ
ずつ
夜間
をあ
び
てい
る。

の
現政
制下で
剛

山告の
中で…
嗣でも
あっ
た一
人の
女

性が寄
り、
ま
た
ゴルバ
チョ
フ
新
体
制

内山刊は叫
が
光
州
以動引
件の
内間
生活
を深
め
るこ
と
を余
儲一
地で
特犯した。

下の
ソ
辿では
トロ
ッキ
ー
再評

議
終挺
で
死
刑
判決

完投、
な
くさ
れ
た金
氏で
あ
る。
こ
の…
その

名は路
凶。
一
九Oニ
価の
動
きもあ
る
なかで、

隙独

一
九八
Ol
八二
年に

投獄さ
れ
阿
閉山に一
口し
て
流れるもの…
年

生まれ

だ如包
もう
八
十
事d
秀、

報整色中
国トロ
ツ
キ
ズ

た際に
月一
回
の
ぺ
l
ス
で
家
は、
自ら
の
カ
トリッ
クUAmと…
で
あっ
た。

ム
辿
肋に
も
新しい光
が
当て
ら

肱、
特に
大川寸
先の
以子
あ
てに

民主かでぶ的政
治

川ハゆを合
致さい

彼女は、
中川
抗
日脱
党
川口
別
れ
よ
うとし
てい
る折だ
けに、

引き送つ
介手
紙二
十
九池か
ら
せよ予と
する
民
的にまで強い…
の
以
山
出お朽の一
人での
ちに
凶
係者
は彼女の

在住仰ん
でい

な
るもの
で、
伝
必
という
よ
り
政
治的執
念であ
ろ
う。
（宮）
u

p巾川の
トロ
ッキ
ー。
とし
て
る。

（
佳）

ももっ
て
い
る。

利
似
川

巡氏を
日本
人の
ノ

ーベ
ル
日受
此では七人
回
と

はしゃ
ぐの
は、
人制

的視点

で
し
か
もの
を弘てい
ない。

今出
の
凶
引
で一
訴mm
かなの

は、
利
似
川
氏が臼木にい
た

ら
決
し
て
ノ
ーベ
ル
日に
な
ら

なかっ
た
戸午つ
う
とい
うこ
と

で
あ
る。
そ
り
20ア〆リ
カ

の三
A
ク
ラ
スの
球団
が
そっ

く
り
日
本に

移絡して日
本の

プロ
野
球
での
し
てこ
ない
と

は
阻
ら
ない。
（
アメリ
カ
ン）

f京本約開。一え二斗すよf8

雑誌にへスの晩年

の
言
行
録
を
掲
載

「ーーー西
ド
イ
ツ

四
分
冊
の
『
失
わ
れ
た

時
を
求
め
て』
の
新
版

「111フランス
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